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スマートグリッド特集

1. ま　え　が　き

当社は，スマートグリッド・スマートコミュニ

ティという言葉が生まれる前から，地球温暖化対

策としての分散型電源・再生可能エネルギーの導

入とそれに伴って必要とされる電力系統安定化技

術について実証を行ってきた。

本稿では，スマートグリッドに関する技術動向，

日本でのスマートグリッドへの取り組みや当社の

取り組み事例などを紹介する。

2. スマートグリッドに関する市場動向

東日本大震災以前，スマートグリッドは「再生

可能エネルギーの活用」，「CO2排出量の削減」，

「地球温暖化対策」を目的に取り組まれていた。東

日本大震災後は「電力不足対策」，「防災対策」を

追加したものが求められている。

第 1 表に国としての再生可能エネルギー（太陽

光発電・風力発電）導入目標を示す。低炭素社会

実現のためには，再生可能エネルギーなどの導入

を可能な限り図っていくことが重要である。

電力の品質を維持しつつ，安定供給を確保して

いくためには，送配電ネットワークにおける対策

が鍵である。第 2 表に太陽光発電大量導入時の電

力系統での課題を示す。

2012年の7月から，再生可能エネルギーの固定価

格買取制度がスタートした。再生可能エネルギー

源（太陽光・風力・水力・地熱・バイオマス）を

用いて発電された電力を，国が定める固定価格で

一定の期間，電気事業者に調達を義務づけるもの

である。その調達価格は従前よりかなり高額であ

り，国内各地でメガソーラー発電所などの計画が

進められている。

一方，東日本大震災以降は電力不足・電力安定

供給・防災への対策が求められている。

3. スマートグリッドとは

スマートグリッドは，「情報通信技術（ICT）を

活用して再生可能エネルギー（分散型電源）を含

んだ電力網全体の需給の効率化と最適化を行う仕

組み」である。

第 1 図にスマートグリッドの概念図を示す。前

述のように，太陽光発電や風力発電などの再生可
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太陽光発電 
導入容量 

風力発電 
導入容量 

140万kW

108万kW

2,800万kW 
2005年の20倍 

490万kW 
2005年の5倍 

5,300万kW 
2005年の40倍 

660万kW 
2005年の6倍 

第 1表　再生可能エネルギー（太陽光発電・風力発電）
導入目標

国の太陽光発電・風力発電導入目標は，現状に比べて大量である。

主な課題 

電圧 

周波数 

【配電線の電圧上昇抑制】 

【発電量の予想精度】の確立 
【余剰電力の吸収】需要の少ない時期 
【周波数調整力の確保】火力などの周波数調整力が不足 

信頼度 【一斉脱落の防止】瞬時電圧低下で一斉解列 
（周波数低下などによる事故拡大の可能性） 

そのほか 【単独運転検出】単独運転の継続（感電災害の危険性） 

第 2表　太陽光発電大量導入時の電力系統での課題
電圧・周波数・信頼度などに課題がある。



能エネルギーは，天候などによって出力変動が大

きく不安定であり，電力需要が少ない時に供給量

が増加すると電力網内で電気が余り系統を不安定

にさせてしまう。その対策として，需要と供給の

バランスを調整する系統安定化対策が不可欠であ

り，スマートグリッド導入による電力網の制御の

高度化が必要である。

東日本大震災以降は，電力の需給ひっ迫によっ

てピークカット
（注1）・ピークシフト（注2）・節電・

BCP（Business Continuity Plan：事

業継続計画）対策が求められている。

さらにスマートコミュニティへの取

り組みが各地で行われている。これは

継続的な経済成長・環境負荷の低減・

市民のQOL（Quality of Life）向上，

レジリエント（災害対応能力）な都市

づくりを目指すものであり，以下を複

合的に組み合わせた社会システムの特

長である。

a 街全体の電力等エネルギーの有効

利用

s 再生可能エネルギーの活用

d 都市の交通システムの効率化

f 住民のライフスタイル変革

具体的検討項目としては以下があ

り，環境エネルギー分野の様々な技術

やノウハウを投入するものである。

a 再生可能エネルギーを有効かつ効

果的に利用することを可能にする「スマートグ

リッド」

s 蓄電池や省エネ家電，スマートメーターなど

を組み込んだ「スマートハウス」をはじめとして，

「スマートビル」，「スマートファクトリー」，「ス

マートキャンパス」など

d 次世代自動車（EV：電気自動車，PHV：プラ

グインハイブリッド自動車）や新形都市交通シス

テム

f 公共サービスの効率化・高度化

4. 日本でのスマートグリッドへの取り組み

第 2 図に環境モデル都市・環境未来都市・4地

域実証を示す。

a 環境モデル都市と環境未来都市戦略　 「環境

モデル都市」とは，温室効果ガス排出の大幅な削

減など低炭素社会の実現に向け，高い目標を掲げ

て先駆的な取り組みにチャレンジする都市・地域

のことで，2008年度に13都市が国（内閣府）に

よって選定された。各環境モデル都市ではその目

標を達成するためのアクションプランを策定し，

再生可能エネルギーの導入や省エネ機器の普及な

どの取り組みを進めている。

「環境未来都市」とは，政府の新成長戦略に定め
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供給側 需要側（工場・ビル・鉄道・ 
上下水道・家庭など） 発電 

原子力， 火力 
など大規模発 
電所 

風力発電 

大容量蓄電池 

太陽光発電 

再生可能エネルギー 
の大量導入 
電力変動の平準化 

EV

EV

熱源 太陽光 

太陽光 家庭用蓄電池 

次世代送配電 
ネットワークシステム 

次世代エネルギー 
マネジメントシステム 
（例 ： 業務用ビル） 

次世代エネルギー 
マネジメントシステム 
（例 ： 家庭） 

遠隔通信による 
負荷の制御 

スマートメータ 
（双方向通信） 

送電 配電 

第 1図　スマートグリッドの概念図
ICTを活用して，再生可能エネルギー（分散型電源）を含んだ電力網全体の需給の効率
化と最適化を行う。

宮古島 

下川町 

帯広 
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釜石 
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岩沼 
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千代田区 横浜 豊田 
堺 

檮原町 水俣 

北九州 

飯田 けいはんな（京都） 
富山 

東松島 
南相馬 

国内実証4地域（モデル都市） 
環境モデル都市（13件） 
環境未来都市（11件） 
環境未来都市（環境モデル都市） 

第 2図　環境モデル都市・環境未来都市・4地域実証
選定された都市・地域を地図上に示す。



られたものであり，「環境モデル都市」の取り組み

を更に発展させ，「環境・超高齢化対応等に向けた，

人間中心の新たな価値を創造する都市」を基本コ

ンセプトに，2011年度に11都市が選定された。我

が国及び世界が直面する地球温暖化，資源・エネ

ルギー制約，超高齢化対応などの諸課題を，持続

可能な社会経済システムを構築しつつ，また社会

的連帯感の回復を図りながら解決し，新たな価値

を創造し続ける「誰もが暮らしたいまち」，「誰も

が活力あるまち」を実現し，人々の生活の質を高

めるための取り組みを進めるものである。

s 次世代エネルギー・社会システム実証（通称；

4地域実証） 2010年4月に横浜市・豊田市・けい

はんな・北九州市が国（経済産業省）によって選

定され，スマートグリッドに関して特長ある取り

組みが行われている。

このうち，当社は横浜市（次世代エネルギー・

社会システム実証）と気仙広域環境未来都市（大

船渡市・陸前高田市・住田町）のプロジェクトに

参画している。

5. 当社のスマートグリッドへの取り組み事例

当社はサステイナブル･グリッド（持続可能な電

力供給システム）を提唱している。これは地域コ

ミュニティを支える持続可能なエネルギーシステ

ムであり，スマートグリッドに以下の特長を加え

たものがサステイナブル・グリッドである。

a 再生可能エネルギーを含む分散型電源と系統

電源を有機的に結合して相互の特性を活用

s 災害時にも電力供給が可能

d 平常時でもエネルギー利用率が向上

f 社会の持続的活動に貢献

第 3 図にサステイナブル･グリッドのイメージ

を示す。

第 3 表に当社のスマートグリッド実証事業の取

り組みを示す。集中連系型太陽光発電システム・

マイクログリッド・蓄電池併設型メガソーラー

発電所・大型ビルでのBEMS（Building Energy

Management System）など，多様な電力網規模

でスマートグリッドの技術開発・実証を行うこと

で，多くの知見を得てきた。

第 4 表に当社における最近10年間の取り組みを

まとめた年表を示す。マイクログリッド技術を基

盤とし，スマートグリッドとスマートシティへ展

開してきた。

また，第 4 図にそのほかのプロジェクトも含め

世界地図でふかんしたものを示す。各国・各地域

において，電力網に求められる電力品質に対応す
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発電 

高効率で安定した電気をつくるために 

公共インフラ 
安全・安心・安定した水活用のために 

発電 ピークシフト 制御 蓄電 

蓄電 節電 

ビル・工場・学校などの施設への安定電力供給のために 

BCP ピークシフト 
地域・企業の安定電力供給のために 

省エネで安心できる生活のために 

公共インフラ 
安全で快適な鉄道事業維持のために 

第 3図　サステイナブル･グリッドのイメージ
再生可能エネルギー（分散型電源）や蓄電池などの導入が促進され，安定的で災害に強く，持続可能な電力網が求められている。



る必要がある。

6. 個別需要家の最適化とコミュニティ最適
化（デマンドレスポンス〈DR〉（注3）など）

スマートグリッド・スマートコミュニティを推

進する上で，当社はまず個別需要家のエネルギー

利用の最適化（省コスト・省エネルギー）を図り，

その上でコミュニティ最適化（ピークカット・

ピークシフト・DRなど）を考えている。

a 個別需要家の最適化（省コスト・省エネルギー）

第 5 図にエネルギー最適制御の仕組みを，第 6 図

に最適運転計画作成例を示す。このように，個別

需要家においてエネルギーコストをしっかり把握

することが，コミュニティ最適化への基盤となる。

s コミュニティ最適化（ピークカット・ピークシ

フト・DRなど） 需要サイドにおけるDR例とし
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プロジェクト名 主な目的と特長 当社の役割 
など 

実証期間 
など 

プロジェクト名 主な目的と特長 当社の役割 
など 

実証期間 
など 

【NEDO】 
2002年度～ 
2007年度 

・配電系統に集中的に連
系された太陽光発電シ
ステムによる系統連系
上の制約に対する技術
開発 
・住宅550軒（約2.2MW）
世界最大規模の住宅団
地 

計測・制御シス
テム， データ解
析， 応用シミュ
レーション 
※㈱関電工か
らの再委託 

Pal Town城
西の杜 
（群馬県太田
市） 
集中連系型
太陽光発電
システム実証
研究 

【NEDO】 
2006年度～ 
2010年度 

・大規模な太陽光発電（メ
ガソーラー）を電力系統
に導入した際の技術開
発 
・国内最大級5.02MWの
太陽光発電所 

太陽光PCS， 
NAS電池PCS
（系統安定化
機能付き）， 発
電所出力管理
システム， 計測
システム 
※北海道電力
㈱， 稚内市か
らの再委託 

メガソーラー
プロジェクト 
（北海道稚内
市） 
大規模電力
供給用太陽
光発電系統
安定化等実
証研究 

【NEDO】 
2007年度～ 
2010年度 

・小規模な電力系統で， 
太陽光発電の出力変動
を緩和し， 電力品質への
影響を小さくするシステ
ム制御などの技術開発 
・ハイブリッド発電システ
ムの構築（太陽光発電
と小水力発電）と需要家
（住宅）への電力出力制
御 

小水力発電設
備， 電気二重
層キャパシタ
式出力変動抑
制装置， 変電
設備 
※沖縄電力㈱
からの再委託 

ラオス実証
開発事業 
（ラオス人民
民主共和国） 
太陽光発電
システム等国
際共同実証
開発事業（太
陽光発電シ
ステム等出力
安定化制御
技術実証開
発） 

【NEDO】 
2008年度～ 
2010年度 

・マイクログリッドと電力系
統との連系時及び系統
から自立運転した場合で
も電圧や周波数などの
変動の少ない安定的な
電力供給を行うことが可
能な技術開発 
・大学構内に太陽光発電
とディーゼルエンジン， 二
次電池や電気二重層キャ
パシタを設置した系統連
系安定化システム 

系統安定化装
置， 需給制御
システム， PV用
PCS 
※清水建設㈱
からの再委託 

杭州電子科
技大学プロ 
ジェクト 
（中国杭州） 
太陽光発電
システム等高
度化系統連
系安定化技
術国際共同
実証開発事
業 

【環境省・ 
地球温暖化 
対策技術開 
発事業】 
2004年度～ 
2006年度 

・分散型電源のネットワー
ク化で， 電気と熱を相互
融通することによる総合
的なエネルギー利用効
率の向上に向けた技術
研究 

太陽光発電・
系統安定化装
置（鉛蓄電池， 
電気二重層キャ
パシタ式）， 需
給制御システム 
※㈱荏原製作
所からの再委託 

エコエネル 
ギーウェブプ
ロジェクト 
（横浜市金沢
水再生セン
ター） 

【NEDO】 
2010年度～ 
2013年度 

・再生可能エネルギーを
大量導入した配電線で， 
ICTを用い， 蓄電池や蓄
熱などの需要側機器を
協調制御することで， 再
生可能エネルギーの出
力変動による影響を最
小化するような配電線
規模でのスマートグリッド
実証 

「アルバカーキ
市における商
業地域スマー
トグリッド実証
プロジェクト」 

スマートグリッ
ドの日米共
同実証プロ
ジェクト 
（米国ニュー
メキシコ州） 

【経産省・次 
世代エネル 
ギー・社会シ 
ステム実証】 
2010年度～ 
2014年度 

・日本形スマートグリッドの
方向性を示し， 次世代エ
ネルギー・社会システム
の実現に向けた技術開
発 
大幅な省エネ，CO2
削減 
地域エネルギーマネジ
メントと大規模ネットワー
クとの相互補完 

ビル及び工場
へのエネルギー
マネジメントシ
ステム（BEMS/ 
FEMS）導入 
※提案者の 
1社 

横浜スマート
シティプロジェ
クト（YSCP） 
（神奈川県
横浜市） 

【経産省・ 
資源エネ 
ルギー庁補 
助事業】 
2010年度～ 
2012年度 

・再生可能エネルギー電
源が大量に普及した場
合にも対応可能な， 電圧
制御技術の高度化に関
する技術開発 
（1）配電系統の電圧変

動抑制技術の開発 
（2）次世代変換技術を

応用した低損失・低
コストの機器開発 

（3）系統状況に応じた需
要側機器の制御技
術の開発 

（4）系統全体での需給
計画・制御，通信イ
ンフラの検討 

左記課題（1）
「配電系統の
電圧変動抑制
技術の開発」
の幹事メーカ 

次世代送配
電系統最適
制御技術実
証事業 

【経産省・ 
インフラ・ 
システム輸出 
促進調査等 
委託事業】 
2011年度 
2012年度 

・インドネシアの離島では，
ディーゼル発電主体の
独立電源が多く，石油
代替資源の確保及び 
太陽光発電の導入によ
る系統の安定確保には
課題があり，マイクログ 
リッド技術を用いて蓄電
システムを活用し，太陽
光発電の大量導入とそ
れによる石油燃料の焚
き減らし，及び電力の安
定供給を実現する可能
性についてFS調査を実
施 

FS（事業可能
性調査）の実
施企業 

グローバル市
場におけるス
マートコミュニ
ティ等の事業
可能性調査
（FS） 
（インドネシア） 

第 3表　当社のスマートグリッド実証事業の取り組み
多様な電力網規模の技術開発実証を行うことで，多くの知見を得てきた。



て，第 7 図に横浜スマートシティプロ

ジェクトの大型商業施設におけるス

マートBEMSでの考え方を示す。また，

第 8 図にDR制御のイメージを示す。

上記の詳細については，明電時報

336号を参照いただきたい。実際に

2012年12月からDRの実証が開始され，

当需要家において780kWの系統電力

購入削減ができた。

参考として，第 9 図にDRのメニュー

を示す。個別需要家においてエネル

ギーコストをしっかり算出しておくこ

とで，電気料金やガス料金の変動やイ

ンセンティブ
（注4）付与が行われた際に，

事前に調整余力の把握，コミュニティ

最適化のための運転計画の変更と増額

コスト計算，事前通告が可能となる。

7. 国際標準化への対応と研究
開発

第10図に当社のスマートグリッド分

野での国際標準化への対応と研究開発

の取り組みを示す。詳細については，

本号「次世代エネルギーシステムに関

わる国際標準化」を参照いただきた

い。当社は2001年からIEC61850（変

電所の標準プロトコル）の実装を行

い，JSCA（Japan Smart Community

Alliance）での国際標準化WGなどに

参画している。この国際標準化の動向

に合わせて，これまでの実証を踏まえ，

基盤技術開発・製品技術開発を行い，

標準的な製品開発へつなげていく。

8. 今後の活動の基本的考え方と
進め方

a 東日本大震災以降の大きな流れ

（a）節電・エネルギー削減（省エネ・

省CO2） 原発事故による電力不足

や電気料金値上げによって，エネル

ギー削減が重要な検討事項となった。

また，これまでは総量で考えられて

きたエネルギー削減・CO2削減の取
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2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

太田市 
［Pal Town城西の 
杜］ 

件名 年 

太陽光発電集中連系 

マイクログリッド 

メガソーラ発電所 

マイクログリッド 

マイクログリッド 

マイクロ 
グリッド 

スマートシティ 

スマートシティ 

スマートグリッド 

横浜市 
［エコエネルギー 
ウェブプロジェクト］ 

稚内市 
［メガソーラープロ 
ジェクト］ 

ラオス人民民主共 
和国 
［ラオス実証開発 
事業］ 

中国・杭州市 
［杭州電子科技 
大学プロジェクト］ 

米国・ 
ニューメキシコ州 
［スマートグリッドの 
日米共同実証プロ 
ジェクト］ 

横浜市 
［横浜スマートシティ 
プロジェクト 
（YSCP）］ 

経済産業省 
［次世代送配電系 
統最適制御技術実 
証事業］ 

経済産業省 
［グローバル市場に 
おけるスマートコミュ 
ニティ等の事業可 
能性調査（FS）］ 
インドネシア 

第 4表　当社における最近10年間の取り組み年表
マイクログリッド技術を基盤とし，スマートグリッドとスマートシティへ展開してきた。

米国・ニュー 
メキシコ州 
スマートグリッド 
実証事業 

タイ， マレーシア 

シンガポール 

バイオマス発電プラント 

サウジアラビア 

太陽光発電プラント 

中国・杭州 

マイクログリッド実証事業 

中国 

太陽光用パワー 
コンディショナ 

ラオス 

太陽光＋小水力 
ハイブリッドシステム 

マレーシア 

スマート 
コミュニティ 
基礎調査 

レユニオン島（仏） 

系統安定化システム 
マイクログリッド 
実証プラント 

インドネシア 

離島マイクログリッド 
事業可能性調査 

稚内， 甲府 

メガソーラー発電所 

カンボジア 

太陽光＋バイオガス 
複合発電システム 

横浜（YSCP） 

スマートBEMS 
スマートFEMS 
需給調整用蓄電池 

韓国 

太陽光用パワーコンディショナ 
累計35,000kW［2012年9月時点］ 

ブルガリア 

太陽光用パワーコンディショナ 
累計27,500kW［2012年9月時点］ 

第 4図　当社における世界での取り組みプロジェクト
これまでの当社のスマートグリッド・マイクログリッド・再生可能エネルギー・蓄電
システムなどの世界での取り組みを示す。
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電力・熱需要 
予測 

需要・供給予測 

需給制御 

修正 

最適運転 
計画作成 

本技術の 
適用箇所 

運転計画作成 

電力需要 
パターン 

商用電力 

蓄電池 

ガスエンジン 
CGS

ジェネリンク 冷房負荷 

電力負荷 

給湯負荷 

放電 充電 

75%運転 

50%運転 

＊＊kW

商用ガス 
＊＊Nm3

熱需要 
パターン 

電力出力 
パターン 

運転 
パターン 

自然エネルギー 
出力予測 

負荷追従 
制御 

運転／停止 
出力値制御 

発電出力 
負荷電力 

短時間 
負荷予測 

◆電力， 熱を含めた統合最適制御の実現 
◆高速計算アルゴリズム搭載による計算時間の短縮化 

CGS ： Cogeneration System

■　需要予測機能 
　　・過去の需要量実績データや気象条件などから， 翌日の事業所内の電力負荷と熱負荷を予測 
■　エネルギー供給最適制御 
　　・需要予測に基づき， 電源設備・熱源設備・蓄電システムなどの最適な運転パターンを数理計画法により求め， 大幅なエネルギー 
 利用効率向上とコスト削減を実現 

第 5図　エネルギー最適制御の仕組み
前日に翌日の需要予測を行い，最適運転計画を作成し，当日に制御を行う。

予測負荷パターン 
・電力需要 
・熱需要 

機器仕様 
・定格 
・台数 
・負荷率ごとの機器効率　など 

最適化目的 
・環境コスト 
・経済コスト 
・環境＋経済コスト 需要家情報 

最適運転計画 

・契約電力 
・電力単価・ガス単価 
・CO2排出原単位　など 

制約条件 

10090807060
冷凍能力（%） 

インバータターボ冷凍機予想部分負荷特性 
900t（60Hz） 

50

18.00

15.00

C
O
P 12.00

9.00

6.00

3.00
40302010

・EV充電完了時刻 
・CEMS※1からのDR要請量 
・CEMSからのインセンティブ情報　など 
※1 コミュニティEMS

最適化目的が 
最良となるエネルギー 
供給機器の 
運転計画を作成 

冷却水32℃ 
冷却水28℃ 
冷却水24℃ 

冷却水20℃ 
冷却水16℃ 

第 6図　最適運転計画作成例
需要家情報・予測負荷・機器仕様などのデータに基づき，経済コスト最小などを目的とした最適運転計画を作成する。



り組みに加え，ピークカット・ピークシフトを重

視して，省エネ法が改正された。

（b）CGSや再生可能エネルギーの分散型電源の利用

（c）BCP対応　　大地震と津波によって長期の停

電が発生し，東北復興地域を中心に日本全体で防

災計画が見直され，BCP重視の考え方が浸透して

きた。

s 基本的な進め方

（a）エネルギー最適利用システムの提案　　再生

可能エネルギーの固定価格買取政策で，太陽光発

電などはグリッドパリティ（注5）が近づきつつあり，

複数のエネルギーの最適利用のシステム提案が重

要と考えている。ビルなどの施設へのスマート

BEMS導入や工場へのスマートFEMS（Factory

Energy Management System）導入を推進した

い。

（b）地域へのエネルギー提案　　下水道施設利

用・鉄道などのインフラを活用したエネルギーの

効率的利用やBCP的観点でのスマートコミュニ

ティの提案を進めていきたい。

第11図にスマートコミュニティのロードマップ

を示す。

d 海外での取り組み これまで述べてきた当
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必要とするエネルギーの 
シフト 
例 ： 蓄電システム，  
 充放電EV， 
 蓄熱槽などの活用 

蓄電デバイスによる電力 
需要シフト 

分散型電源の出力調整 

・1日単位のエネルギー収 
 支が成り立つ必要がある 
 ため計画変更タイミング 
 に制約有り 

・ベースの稼働状況に裕 
 度があればタイミングに 
 かかわらず出力調整可能 
・即応性が求められるDR 
 信号にも柔軟に対応 

1

異なるエネルギー源との 
融通 
例 ： CGS， 複合熱源 
 などの活用 

2

エネルギー使用量の調整 
例 ： 負荷設備の発停， 
 室内環境の緩和 
 などの実施 

負荷設備へ影響 
実証フィールドの商業施設では来場者へ快適性を 
提供する必要があるため， 本手法での対応は困難 

実証 

実証 

3

●対象設備に対する自動制御 
　＝自動応答型DR 
●各々の特長の組み合わせにより 
　調整余力を上積み 
●負荷設備の運用に制約を加えない 
　DR

第 7図　大型商業施設におけるDR手法
蓄電池などによるエネルギーのシフト，CGSによる異なるエネル
ギー源との融通を行う。

時刻 240

電
力
需
要 

（買電増加方向） 

（買電減少方向） 

DR制御 

出力減 出力増 

蓄電デバイス 分散型電源 

放電 放電 放電 
1

2

1

3
1

2

1 22 3

充電 充電 充電 

第 8図　DR制御のイメージ
分散型電源や蓄電池の出力を制御することで，買電の減少又は増加
が可能となる。

電気料金設定変更形 
DRメニュー 

※時間帯別料金などの 
　電気料金ベースのDR

24時刻 

単
価 

0

24

電力ピーク日のみ 

時刻 

単
価 
0

24時刻 

※フラットレートの料金 
単
価 
0

●Time－of－Use（TOU） 
　ピークとオフピークの時間帯別に単価設定を変化させる 
　料金体系方式 

●Critical Peak Pricing（CPP） 
　電力ピーク日における特定時間帯の単価を通常よりも 
　高く設定する料金体系方式 

インセンティブ付与形 
DRメニュー 

※需給調整契約などの 
　インセンティブベース 
　のDR

業務部門 
における 
実証対象 

●Peak Time Rebate（PTR） 
　指定時間帯に電力吸収／抑制した分だけ 
　リベートを支払う方式 
 
●Capacity Commitment Program（CCP） 
　指定時間帯に電力吸収／抑制量の目標 
　値を達成した場合にリベートを支払う方式 

第 9図　DRのメニュー
業務部門ではインセンティブ付与形DRメニューの実証を行ってい
る。



社技術と製品の特長を生かし，大規模なエコシ

ティ建設への提案などを行ってきた。しかし，既

設・新設を問わず地域全体への提案は，関与する

政府・多数の事業者があることから関係者間の調

整が必要となり，簡単に推進するのは困難である。

そのため，当社のマイクログリッド技術を生か

し，島しょ・遠隔地域での太陽光発電

導入による化石燃料消費の削減，エネ

ルギーコストの削減のメリットを電気

事業者に提案し，実証・事業化してい

きたいと考えている。

9. む　　す　　び

スマートグリッドの動向と当社のス

マートグリッドへの取り組み，今後

の基本的考え方と進め方などを紹介

した。

当社は個々の需要家のスマート化

（最適化）によってお客様に確実なメ

リットを提供し，それをとりかかりと

して多数の需要家や地域のスマート化

へ拡大していく所存である。

・本論文に記載されている会社名・製品名など
は，それぞれの会社の商標又は登録商標である。

（注記）

注1．ピークカット：電力需要のピー

ク時間帯に電気事業者から購入する電

力を減らすこと。需要家による節電や

発電機の運転などによる。

注2．ピークシフト：電気事業者から

電力を購入する時間帯をピーク時間帯

から他の時間帯へずらすこと。蓄電池

の充放電などによる。

注3．デマンドレスポンス（DR）：電

気料金価格の上げ下げ設定やインセン

ティブの支払いなどによって，電力需

要量をコントロールするしくみのこ

と。

注4．インセンティブ：DR要請に応じ

て，電力需給の最適化に協力した需要家に支払わ

れる協力金やエコポイントなどのこと。

注5．グリッドパリティ：再生可能エネルギーによ

る発電コストや売電価格が電気事業者と同等以下

になること。
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製品開発 

製品技術開発 

基盤技術開発 

凡例 ： 

供給サイド 

CEMS

スマートBEMS/ 
FEMS

国際標準対応 
発変電機器 

蓄電複合化 
対応EMS

過去のマイクロ 
グリッド実証 

国際標準対応 
通信ソフトウェア 

国際標準化活動 
JSCA　IEC　JEC　JEMA　米国NIST　欧州CENELEC

マーケティング 

マイクログリッド 
基礎開発 

マイクログリッド 
機能高度化 

系統用 
蓄電 
システム 

国際標準対応 
蓄電池PCS

パッケージ形 
マイクログリッド 
システム 

需要家サイド 

両用 

マーケティングの結果と 
国際標準化の動向監視の結果から 
過去のマイクログリッド実証知見をコアに 
エネルギー供給側と需要家側の 

両市場に参入する 

第10図　国際標準化と研究開発
ICTによる制御には国際標準対応の通信ソフトウェアが必須である。これを基盤技術と
して製品開発を行っている。

ステップ4 
更なる拡大 
地域エネルギー 

ステップ3 
隣接施設 
エネルギー融通 

ステップ2 
単独施設 
EMS導入 

ステップ1 
単独施設 
エネルギー源 
導入 

地域エネルギー 
（利用エリア拡張） 

EMS

EMS隣接施設 

EMS 
（BEMS， FEMS） 

発電機・ 
CGS

蓄電池 太陽光発電 

EV導入 
EV充放電機器 

エネルギー融通 

単独施設 

EMS隣接施設 

・復興地域 
・防災地域 
・防災自立都市 

・大学構内 
・複数工場 

第11図　スマートコミュニティのロードマップ
まず単独施設で構築し，隣接施設との協調を図り，更には地域に拡大していく。


